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NORCホームページ会員専用ページの

アクセス方法

NORCホームページのメニューで「会員専用」を

クリックし、半角文字で

（1）ユーザー名にmember,

（2）パスワードにyachtと入力すると、NORC
会員専用のページに入ることができます。
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新組織(JSA円への統合へ

NORCも大きく踏み出すF可

新組織は、名は「財団」なのにきわめて「社団」

たことをまとめあげた、短いながらも内容の濃

い各条文からなり､今後の方向､対外スタンス

会員のありかた、現状分析、精神条項までを

含む｢両協会宣言｣ともいえ､今後､各種規則

など作業の指針の役剖もになっている。

20年来話し合ってきたJYAとの統合問題

はNORCとJYAとの間で話がまとまり､最終

段階を迎えることとなった。去る10月24日、

NORCは理事会と代議員会を開き、両協会

の会長レベルで合意した｢(NORCとJYAの）

組織統合合意害」を圧倒的多数く反対：理

事会O、代議員会3＞で承認、つづいて上程

された新組織の寄附行為についても同じく圧

倒的多数く反対：理事会0､代議員会4＞で

承認した｡これによりNORCは新組織への統

合に大きく踏み出したこととなった。「組織統

合合意書」はいままで両協会が話し合ってき

本号に理事会・代議員会の議事録および記名投票結果を掲載。また「組織統合合意書」も全文を掲載。

はなく、会員の会費をあつめ社団的に運営し、

今後もこれを継続せざるをえないことを考えれ

ば､新組織は｢社団｣と｢財団｣の統合でありな

がら、会員の意思を限りなく尊重しなければな

らないことは必定であり、名は「財団」でありな

がら極めて社団的｢財団｣なのがお分かりいた

だけるだろう｡この問題についても、くわしくは、

本号代議員会議事録をご参照ください。

れているのでご参照ください。

もうひとつ、会員に分かりにくいのは「財団」

と｢社団｣のちがいだろう｡新組織は｢財団｣で

はあるが､統合母胎のNORCが｢社団」(財

産の運営より､会員の意思尊重型)であり､一

方、JYAは基本財産500方という「財団」

(財産運営のための理事会中心型）でありな

がら、もともとこの額の利息で運営できるはず

これを受け､NORCは臨時総会のための有

権者の確定作業を急ピッチですすめ、来る12

月13日には臨時総会を開ける段取りとなり、

本号送達後まもなく、総会開催通知・議案資

料が会員にくばられる見通しとなった。

へ「寄附行為」のなかで、会員に分かりにくい
のが、理事と評議員の関係だろう｡これについ

ては、本号議事録の中にわかりやすく説明さ

－－’
統合の話合い、従来と違う点は。

そして、今回の統合の本質は…。。

｢統合｣は雲の上のできごとと思うのは無理な

いことといえる｡だからこそ､端的にいえば､一

般会員には今までと同じ活動が出来るかどう

か、より身近な支部機能が従来とどうかわる

のか、の方が大事な|乳l心事となるのも止むを

得ないといえる。

その点から言えば、一般会員（｢本部機能」

に直接かかわっていない会員の意1床）には

支部機能がより強化され、会費も安くなり、従

来とかわらぬ活動が保証されていることを

もっと強調せねばならないといえる。

今回の統合の話し合いが､従来から延々と

続いてきた話し合いと決定的に違う点はなん

だろうか。

従来は全く密室の中で一部の人々が話し

合って、何が問題点で、何を討議したかの公

表もなかったが､今回は情報を徹底的に公開

する、その記録を確実につくる、ステップ毎に

会員の意見を聞き交渉にフィードバックする、

を原則に、万一、「統合」が歴史的に誤りとさ

れた場合には、徹底的に、なぜ､どうして、だ

れが､何時､どの様に誤りをおかしたのかを検

証することが出来るようにしながら常に交渉

に臨んできたことである。

交渉の経過をすべて成文化し、情報を徹

底的に開示してきたことが従来と決定的に違

うことである。

そうした点からすると、今総会にのぞんで1

年半をこえる交渉ごとを短ページで総括する

のは容易なことでなく､したがって総会で｢組

織統合合意害」を批准する形で会員の総意

を計るのがベストな道と判断されたのである。

今回の｢統合｣の本質は､両協会の｢本部

機能｣の統合であり､逆にいいえば､普段｢本

部」を気にしていない一般会員にとっては

－1－
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本…の合一でとん

従来、旧関東支部が本部と人も事務所も

金も一つになっていて､支部機能も本部機能

もゴチャゴチャに一緒になっていた経過から

すれば、関東支部が本部と分かれたことが、

今回の｢統合｣の前段に必要な躯象だったと

もいえる。

関東以外の会員にとっては､NORCとのIMI

係は従来から｢支部｣にはじまり､「支部｣にお

わる会員が圧倒的多数であるといえるので、

｢本部機能｣の統合の｢本部｣すらもピンとこな

いのが実状ではなかろうか。

一方、金銭的に行き詰まった末のできごと

だったとはいえ､|堤l東水域の会員は数年間に

およぶ討議のすえ、「支部｣と「本部｣の区分

けをし、本部と支部をともに金のかからないシ

l.社団法人|1本外洋帆走協会と財団法人

｜ﾖ本ヨ､ソト協会は、統合し、我が国に

おけるセーリングスポーツを代表す

る機関として、新組織･財団法人日本

セーリング連盟(JSAF)を創設する。

2.財団法人'二1本セーリング連M1は､我が国の

ナショナルオーソリティとしてISAF

の正会員およびORCのノミネーティ

ングボディとなる。

3.社団法人11本外洋帆走協会と財団法人

日本ヨット協会が、統合し、新組織・

財団法人日本セーリング連盟を創設

するにあたり、現下の経済情勢と立法

環境をふまえ､社団法人|｣本外洋帆走

協会は解散し、財団法人日本ヨット協

会は寄附行為及び協会運営規則等諸

規則を改正し、両協会統合し、財団法

人日本セーリング連盟として文部省、

運輸省両省共管の公益法人となる。

4.社団法人II本外洋帆走協会の会員は、解

散後新組織に移行する。社団法人日本

外洋帆走協会と財団法人日本ヨット

協会の会員は、新組織･1!1団法人日本

セーリング連盟の加盟IJI体等に所属

し、財団法人日本セーリング連盟の会

員と称せられる。

5.社|jl法人II本外洋帆走協会と財団法人

日本ヨット協会が、統合し、新組織・

財団法人日本セーリング連盟を創設

な利益力
HU

D。。。●●

ステムに再生させ、会員の声がとおる組織に権益拡大を望むことができる｡さらには､ディン

作り替えてきた経過のなかで、「本部｣も当然

意識するようになったはずで、特に身近にい

る多くの人材が「本部機能」を背負って立っ

ているので今回の統合|H1題は理解しやす

かったともいえる。

関東水城の会員と関東以外の会員に今lm

の「統合」にたいする理解度に温度差があっ

たのはその為と考えられる。

今回のlilj協会の本部機能の合一によって、

会員は意,職するとしないとにかかわらず対外

的にu本のナショナルオーソリティを支えるメ

ンバーの一員となり、新組織を通じて公雑活

動の恩,咄(をうけ、同時にIM1人では為し得ない

事柄をユーザー団体の一員として権益擁謹．

合意害’組織統合合意害

するにあたり、両協会会員は、統合は

両協会の任意対話による統合である

ことを確認し、互讓の精神をもってす

みやかに一体組織の実が形成される

よう決意した。

6.財U1法人H本セーリング連盟寄附行為

（案)については｢組織統合合意書｣の

添付寄附行為（案）を両協会は承認し

た。但し､官庁よりの改正指導があっ

た場合はそれに従うものとする。

7.財団法人日本セーリング連盟寄附

行為の認可の日をもって､新組織発足

の日とする。新組織発足の日は1999

年4月1日を目途とする。

8.社LII法人日本外洋帆走協会と財付l法人

日本ヨット協会が、統合し、新組織・

財団法人日本セーリング連盟が発足

するにあたり、理事及び評議員の選出

数比は両協会の会員数に準じて1：2

とし、それぞれの協会が推薦したもの

をもって構成し、両協会組織一体化の

基本事項に関する議決は2／3議決と

するものとするが､すみやかに一体組

織の実が形成されるよう努力し、4年

以内にこれらを見直すこととする。

9.新組織･財|虻l法人'二1本セーリング連淵に外

洋本部を設け､社l寸l法人日本外洋帆走

協会の定款第3条（設置の目的)、第

4条（事業）を準拠する。

－2－

ギーとクルーザーと分かれて活動していた状

況から今後「生涯スポーツとしてのセーリン

グ」を意識した活動へと変化して活動にひろ

がりをみせることとなろう。

JYAは財団でありながら、基本的に会員に

ささえられていたきわめて社団的組織であり、

また迎営もそのようになされて来た。NORC

は社団で育っているので、新組織でも社団

の考えかたが取り入れられ運営されることと

なる｡会員は直接｢本部｣とはつながらない形

態に変化するとはいえ､実質は変わらず､いま

の｢してくれない｣族のままでいることから早く

｢しようぜ｣族に脱皮することが会員自身の最

大利益に結びつくものなのだといえる。

へ

10.連盟運営規則等諸規則は新組織・財団

法人日本セーリング連盟発足の日ま

でに両協会協議のうえ整備するもの

とするが､新組織運営上直ちに齪鮎の

ないものについては､諸規則整備完了

までの間､両協会の規則を準用(拠)す

るものとする。

11．「組織統合合意言」は、社団法人日本外

洋I帆走協会にあっては総会の､財団法

人日本ヨット協会にあっては理事会

の承認をえたのち、有効となる。

1998年11月7日へ

社団法人'三1本外洋帆走協会会長

戸川邦司

財団法人日本ヨット協会会長

秋Ⅱ｜博正
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1

1998年度第4回代議員会議事録

1．日時

1998年1011241二I(EL)16:10～18：40

2.場所

第1オカモトヤビル4階会議室

3.出席者

（代縦幽144名!|'W効出席背98名）

(ILII,席者）大儀見菰、隅田義一、林岳彦、横澤坑1!ll、

市村俊明、鳥山睦郎、鈴木ｲll夫、同村宏、原lll八

郎、米原､γ、高野児己、佐藤勝、関恭一郎、斉藤

晴彦、宮澤秀治、リ1111Ⅱ晴彦、安木川貴、浪川宏、

大坪Iﾘ1，以上19名

（書面表決）古屋静ﾘ)、方栄世、大'1慎司、「|!谷林

平、安,舟知二、平|}|克己、前田泰明、蒲谷利↑r、

"IM小路昌秀、別(lj尚,_,1、初鹿M1幸生、佐藤三次、

馬目触り)、沼IH尚文、大野健作、リと玉源寿、池|Ⅱ

栄八、福林紀之、脇坂菊雄、滴水衆文、伊藤彰男、

藤山勝済、小沢美弘、田辺秀Iﾘl、市川徹、野口惚

治、｜ﾉﾘl協豊、人川ｲⅡ好、加藤直治、山崎正二郎、

関光志、！|'里英一、ⅡI｢|'昭愛、末松明、川村安服、

早潮次郎、小林I#海、金井寿雄、野|Ⅱ福美、臓本

賢郎、井岡裕昭、版III栄一、田村沿久、村瀬保文、

長洲勝Ⅱll、山内義典、西啓、藁谷俊哉、、辺LIf－

郎、栗林裕之、笠IjI文和、上羽ll甥、貞松jiit即、

へ小｢H奈義、‐上井収二、村野裕、妹尼達樹、小林昇、
寺川良学、山本善徳、識名朝典、梨ll岩政次、I)WIH

兼義、杉本光昭、松永一生、白jl義博、渡辺行彦、

大屋隙、竹内聡一、郁築勝利、IIIII部嶺男、二村昭

治、森岡稔夫、坂倉純二、山川州iTl、坂谷定生、

鬼頭洋二、西信介、JL藤敏、以上79名

4.議題

(1)議案

①1998ｲ|渡事業計lll'iの一部変更の小栂を求めるi'|:

②1998年度予算の修正の承認を求める件

③選挙笹理委員会委員の承認を求める件

④名誉会員の承認を求める件

⑤「糸M織統合合恵香（案)」の承認を求める件

⑥新糸11縦の「財日l法人11本セーリング連盟寄附行為

（案)」の承認を求める件

⑦総会附i叢事項の承認を求める件

⑧新糾繩向こう3ヶ年の事業計11111(予想）及び収支

予算(-r想）策定の承認を求めるi'|:

⑨新糺職発足を前捉とした会費15111徴集の承認を

求めるi'|:

⑩新組織発足を前提とした暫定予算策定の承縄を求

める|'|：

⑪住所不明者の除名処分の承認を求める件

⑫代縦典の会費未納者を退会処分とすることの承認

を求める件

へ2)協砿
⑩新紺縦での名誉会仙の処遇

②新組織での海外会側の処遇

③会費未納者の処理

④新代縦幽選出について

⑤新糸ll縦人布への考え〃

⑥1999年1月～3月''1己払い会貝徴集事務事項

⑦その他

5.議事

(1)10112411(=t)16:40加藤附務雌'I丁は、代i淡興

144fi中有効出Iﾙﾘ者数97名を雌,惚し(17:00以降

は98名)、本代畿典会の成立をi'iげた。戸H1会長

はこれを受けて議災となり、代縦員会の開会を汽

言し、議事録署椚人に幅田義一代散員及び浪川宏

代識典を指名し、縦jIiに入った。

(2)戸lll会長挨拶

本日はご多忙中のところ、多数の方.々のご出職を

いただき、有難く思っております。JYAとの統合

問題が当1iiの中心I猫迦ですが、私はNORCの今迄

の椎ｲﾘ実績が|Ⅷ存されず発展できるように|､xIる所

存です。

私は3年前NORC会長をお引受けしたが、その

ころは1ll政的に破綻状態でした。これを検討して

みたところ、本部が支部や現賜で取り組む間迦に

介入し、財政而でもバブル崩壊にあわせ混乱が'k

じたものでした。会及就任後は、公益法人の!|1央

本部としてやるべきことについて取り組みを行っ

て来ており､JYAとの統合問題もこの一環として推

進して来たもので、〃向は間述っていなかったと

思っております。JYAとの統合では、Mｲ1,11法人と

社団法人の統合のためNORCは解散し、今後は新

たな組織の財棚に入ることになります。このよう

な公益法人の解散があるときは、監督l｣f庁の運輸

肯は過去の涌助が適性であったかどうかのチェッ

クがされることになっており、関係者は多'|:tを極

めております。統合の組織、運営については、現

在話し合いを進めており、本日もこれらの説明が

あります。ご承認いただく砿案も多いので、叢亦

の進行には絡別のご協ﾉJをお願いします。

(3)縦題

縦案

①1998年度事業計画の一部変更の承認を求める件

1998年度珈業計画において、凹内レースとして全

｜|本外洋ヨット選手権1998（ジャパンカッブ）を

！;|画したが、エントリー艇少なく中止することに

なったのでi!jll除の必要が生じた。一方､グアムレー

ス復活の機巡が生じ､国l際レースとして節81111ジャ

パンーグアムヨ､ソトレースを実施するため追加の

必要が生じたので計画変史の審議を行った。

〈賛成95棄椛2審議決定〉

②1998年度jう算の修正の喉認を求める件

収入については､当初予定した賛助会賀380万I1Iが

兇込めなくなった。本年腱は運転資金が確保,冊来

たので予定した借入金200万円が不用になった｡そ

の他事業費の減収があり収入の修正が必要となっ

た。一方支I11,については来る12月解散総会を含め

31''lの総会実施のため約450万円の墹川Iのほかそ

の他諸経費の増川Iが必要となった。さらに、臨時

会費分ではたか号裁判は1I解により叩|I解金、弁護

士費用支払いを終え､268ﾉJI'l残が生じたので予算

の修山の審縦を行った｡

〈賛成94反対1棄権2審縦決定＞

③選挙管理委員会委員の承認を求める件

新設支部の発足等により、各支部選挙櫛叫委員会

委員の異助があり、いわき支部松原↑j一氏、大洗

支部桧山‘恒実氏、東京湾支叶llili川茂木氏、三浦支

部鈴木駿一郎氏、湘南支部矢住祐藏氏、西|ﾉ1海支

部米原秀正氏、玄海支部陳lⅡ芳治氏のl,il蚕貝への

ノ侭認の審議を行った。

〈賛成94j丈対l棄権2審縦決定＞

④名誉会員の承認を求める1'|:

湘南支部から推薦された馬場邦彦氏及び内海支部

から推薦された奥村義IIIfi氏の名誉会貝への承認の

蒋砿を行った。

〈闘成93反対2棄椛2帯I識決定〉

⑤「組織統合合意書（案)」の承認を求める件

A高田常務珊覗が「組織統合合意吉（案)」を読み

上げ次のとおり各項目について補足説Iﾘlを行った。

1項について

新組織名称は財団法人'二1本セーリング述MIOSAF)

に決まった

2項について

JSAFがISAFとORCに参"llすることになるが、

ORC関係会議はNORC系の人が出席することにな

る。

4項について

力Ⅱ服団体等の等は特別"l咄|､11体を指している。

特別加盟団体には将来クラブ的組織のとり込みも

検討されるだろう。

「会員と称せられる」の意味は、財|､jl法人のため

社団法人のような会員となれないことによる。

6噸について

JSAF寄附行為（案）は支部、運輸、ⅣA、NORC、

、幣務レベルでは合意しているが、行政1!!||の上のレ

ベルから改if指導があればそれに従うことになる。

'lF務レベル案についても、当初NORCとJYAで合

意した案から改lli指導により柵当な改Iを行った。

7項について

行政mllも411111統合を了承している。

8項について

8月22n(上)1998年度第81[ll理事会1998年度

第4回代議典会で説明した内容が会長レベルの合

‘恵普に記城されたものである。本|ﾉﾘ容すべてが

JSAF寄附行為（案）に記述されておらず、記述さ

れていない部分（理事､[;､|搬典の選ILII!方法等）は述
棚運営規則(WiiJYAの協会迎営規則）に〃l定され

つo

9項について

外洋本部についてはNORC定款第3条（設置の|I

的）、第4条（事柴）を準拠するとしているが、こ

れは記述不足で、JSAFの外洋本部においては従I)1

のNORCの設置目的と事業内容が瞭亜され、継続

されることを意味している。連盟巡営規則にII｝か

れることになる。

10項について

統合までにすべての脱!!llを廃止して新規1111のilillt

を図ることは困雌であり、差し支えないものは一

定期間1I11協会現行脱1111適用をすることをあらかじ

め宣言したものである。

B1Z,I;61"勝即事から、JSAF寄附i｣鴛為（案）は節3

条及び輔4条においてセーリングスポーツとなっ

ているが、当初はセーリング活助としてとらえて

いたところ、既存の|､11体からセーリング活動でと

らえられると公益法人の目的・瑚業が重複すると

のクレームがあってセー'ノングスポーツの川i禍に

なったこと、スポーツはクルージングを含めた広

い解釈となることが説明された。

C採決

JYAとの間にて、会長レベルで「糸|職統合合恵

書（案)」が合意されたことについて、記名催ﾘII(に

より賛行を求めたところ下表のとおりとなった。

｜計｜」9名’

⑥新組織の「|]本セーリング連HM寄附行為（案)」の

承認を求める件

A高|}|附務理事は､本寄附行為（案）を全部読み説

明すると長時間を必要とする。重要事項は⑤合意

杏（案）で説明し、あらかじめの門｡ｲirで、各位には
検討すみと思われるので、苔1急の；111足説明のみと

したい胃述べた。

○理鞭は第18条第1項により評議典会において選任

し、一〃i評議員は剛1F会で選出し、会長が姿|脇す

ることになっている。（行政指導群の寄附行為モデ

ル案では艮体的選,'l',方法は本則にはlM定しない）

○JSAFは!M･団なのでNORCのような代議員の進出
方法は,'ll来ないが、社剛的発想で人事を決めてゆ

くことになろう。

○理事と,i,|識員選任、進,ll｣!は来年411統合のときは

NORCはNORC系の合意苫の当数を掘前同時選,'ll

をすることになる。

○JYAとも合意しているが、理斗fと評議員は今の

NORCの理事、代縦典のように1年交代（それぞ

れ2年征期）で選ぶことにすることとしている。

○理事及び評議員の具体的選出ﾉ法は連盟運営脱1II1

でそれぞれ定められることとなるカミ選出方法は

ほぼJYAが現行社|､11的考えで進{f、選出している

のでその考え方がり|継がれる予定である。このﾉ'1I

について規定作成にあたり慎亜に対処することに

している。ともあれ即事、評議員の選出にあたっ

ては、川I州団体の会典の関与が,'l1,来るようになる

はずである。

○統合11'[:後の理事は32～28名､誹縦員は150～100

名で、NORC:JYAと1：2とすることから理斗fは

33名(11:22)、il|搬貝は150名(50:100)とす

る1’定である。将来的には本Ⅱ|j脱定されているよ

うに1111'1f27～23名、‘郡議員(99")となる。

○JSAFになったときは、支部は"Ⅱ州11体となる。
NORCの会員は加WI､n体の会員になり、JSAFの会

員と称せられ、川|Ⅲ|､Ⅱ体がJSAFの経即を支える

(JZfi的には会斑）ことになる。

B意見表Iﾘl･質疑応答

a

Q:大雌兇減代議員（三油支部）

○私は統合についてはjiL本的に反対ではない。統合

－3－

賛成

反対

棄札

出席者

19名

なし

なし

蚕而表決者

杏､i表決代議員!'’

反対背3名

棄椎2名を除く74名

児玉源寿、脇坂菊雄、

二村l1H治

山Iﾉ1淀典、貞松賊郎

合，i1．

93橘

３ 橘

2名

98名
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を求める件

社ljl法人として重要な責務を果たす代識員には今

春において相当数の会費未納者が存在していた。本

該当者には今夏からくり返し会費納入を説得したが

応じていただけない者もあり、止むを得ず除名処分

を求めることにした。会議資料発送段階では8名で

あったが、その後会費の納入をいただき、雌終的に

は北海道支部船木幹也代識員の除名の審縦を行った。

〈賛成95反対無し棄権3審議決定〉

協識

①新組織での名誉会員の処遇

新組織においては、第23条では名誉会長、顧問、

参与しか役員以外の役職は置かないことになり、

折角の名誉会員の処遇を今後どのようにするかに

ついて意見を求めた。

一部の支部からは支部（加盟団体）経費でその

方々の会費のみ負担するので存続も考えて欲しい。

艇登録費用はご負担願うとの意見が出された。

②新組織での海外会員の処遇

従前のJYA会員との対比から、NORC系の海外

会員について3ヶ年会費を免除することは出来な

い情勢となり、検討が必要となった。大勢は海外

にいる期間も会費納入をしてもらうことで止むを

得ないということであった。

③会費未納者の処理

現在約700人の会員が会費未納の状況にある。

例年のように代議員会において除名処分決議をい

ただく以外の方法について弁護士と相談したとｰ
ろ、当然に通常の会費納入催告をしたのち、配え

証Iﾘ}郵送にて納入か退会かを促す通知をして、そ

の後一定日数後払わないときは退会とすることが

「II能との話もあり、検討中である旨執行部が説明

したが、特段の意見はなかった。

④新代議員選出について

統合になるときは、新代議員の征期はわずか

3ヶ月である。しかし､NORCにとっては統合に関

し各梛重大な決定をする代議員会を開樅すること

になるので、NORC事業に特に積極的に収組むこ

との出来る人を選んでほしい旨執行部が述べた。

⑤新組織人事への考え方

新組織にはNORC系理事は11名、評議員は50

名と現行の1／3の人数になる。これらの者につ

いては2月末ごろには人選を終えておく必要があ

る。どのような方法で選ぶかは模索の段階にあり、

意見を求めたが、特段の意見表明はなかった。

⑥1999年1月～3月自己払い会員徴集事務事項

lll関東支部では自己払い会員は特段の事務手数

がかかるため3,000ITIの事務負担金をお願いして

いる。今冬は15ヶ1I支払いをお願いする関係もあ

り、出来るだけ銀行1-1座引落会員に移行するよう

説得することが必要である旨の表明があった。

⑦その他（技術・計測委員会報告）

技術．計測担務の山本高晴理事の代理として＃へ
藤附務から、今秋のORCサブミッションへの提案

をしたこと、ORCセールメジャラー制度を積極的

に実施していること等について報告があった。

他に質疑意見等なく、以上で審議を終了し、1998

年度第4回代議員会を終えた。

により財団法人になるが、JSAF理事会は基金迩営

のための理事会ではないだろう。先般の代議員会

は一応苫而表決で反対を表明したが、今後の理事

会は財団法人的なトップダウン方式ですすめるの

か、社団法人的なボトムアップ方式にのどちらで

進むのか。

○ISAFとORCはそれぞれボトムアップ方式である

ことも知っておいてもらいたい。

○寄附行為（案）第3条のセーリングスポーツの統轄

については辞書で調べたがこのように統轄を目的

とすることについては、今後の課題として残る問

題である。

○NORCのアイデンティティはNORCから外洋本部

になるとき、継承されるのか。支部の会員は統合

によりJSAF"IIⅧ団体の会員へ移行するのか。

A:高田常務理祁

○NORCの理事会迎営については、現在運輸省から

モラルハザードがあったのではないかと言うよう

に見られているirliがある。

従来からJYAは財団でありながら社、的に連'尚

して来ており、NORCは社卜iであったので新組織

でも社団の考え方が取り入れられることとなる。

NORCのアイデンティティの継承についてはすで

に何度も説Iﾘlして来た。

○統合にあたって一稀大切なのは、統轄の用語の問

題より、｜|本のヨット界がどういう方li'1で進むべ

きか、どうそれをステアリングするかと言うこと

だと思っている。

A:尾島専務理覗

今回のJSAFへの統合により､NORC支部は加盟体

に移行し、公益法人から任意|寸1体に位置づけられる。

会員についてみると、JSAFの加州､j1体の会員になる

ことが否の人は、NORCの段階で退会することにな

る。

b

Q:市村俊Iﾘ1代識典（三崎支部）

○新しい名称が(財）日本セーリング迎盟とのことで

あるが、連州という川謡を用いるときは社団法人

的なものとなるのではないか。

○来年4月以降の統合後の予算について打合わせを

行っているか。

○統合してもNORCの伝統は引継ぐようにするのか

○ⅣAの現在の城本Mｲ．産額はどのくらいか。

A:高田常務川リギ

○lilj協会の必要性からも、また、行政I1IIの要望もあっ

て統合後の予算について打合せを進めている。統

合後向こう3ヶ年の予算､事業計画を提出しなけれ

ばならない

○加盟団体はJSAFの構成員である。|茨統引継は当然

説明ずみである。

○JYAの基金は現在500万円である。

○JYAの現加盟|ハ体の県連は、どちらかといえば国

民体育大会のニーズから出来たものと理解してい

るc

c大催見代議員（三洲支部）

私は今迄ORCカウンシルであったが、カウンシル

は小人数制の決定機関で責任重大である。

ISAFとORCは同じ時期に前後して年例会をしてい

るが、どちらも(Ijl''l的分野で兼ねて,'l}来るものでは

ない。外洋本部でORCカウンシルをリ|続き支えてほ

しい。

。

Q:市村俊明代議員（三崎支部）

来年4月以降三崎支部（加盟団体）にいると支部

会街（加盟団体）年3,000円、本部会背(JSAF)5,500
1J1を別個に支払うのは現実的ではない。また本部

(JSAF)会費5,5()0は必要か。

A:戸、会長

JSAFへいくら会費（分担金）を支払うかはJSAF

がどのような組織で何をやるかによって決まる問題

だが、当面は5,5001ﾘ程度入用ということである。

e

Q:横沢眞!{ll代識典（三浦支部）

統合になっても、NORCの名称と、NORCのエン

サインを残すようにしてほしいという意見を述べて

いる高齢者があることをお|云えする。

A:I副田常務理堺

lllil人的見解しかお答え出来ないが、統合になって

セーリンク’!|'に111wI人的にエンサインの札)暢を禁止す

るように指導されることは考えなくて良いのではな

いか。

NORCの墹称の使用は、文l.i｝上の使用になり難し

いのではなかろうか。

C採決

NORCとJYAの関係者、運輸省と文部省の扣当官

の4者で合意した新組識｢財団法人日本セーリング連

盟寄附行為（案)」について、記名投票により賛否を

求めたところ、下表のとおりとなった。

〈審議決定〉

⑦総会附調1噸の承認を求める件

本年12111311(日）に臨時総会を開惟し、つぎ

の4議案を附議することの承認について審議を行っ

た。

附議議案は

1．新糸II織統合合意書(Ml.lyl法人日本セーリング連

盟寄附行為（案）を含む｡）の承認（記名投票）

2．解散決議（記名投票）

3．清算人の選任

4．残余財産の処分

の4項である。なお各議案|ﾉ1容については、弁護

士と相談する等検討中である旨説明があった。

なお、12月13日（'－1）には臨時総会終了後代議

員会の開雌を計画中であることを述べた。

〈賛成94反対1棄権3審議決定〉

⑧新組織向こう3ヶ年の収支予算策定の承認を求め

る件

運輸省と文部省から統合後3ヶ年の事業計lll'i(予

想）と収支予算（予想）の策定の要求があった。本

件はJYAと共|同]で目下作業を進めている。内容はつ

ぎの理事会、代議員会において発表することとし、

とりあえず、官庁提出用の事業計画と予算の予想を

策定することについて承認を求めることについて審

議を行った。

〈賛成91反対2棄権5審議決定〉

⑨新組織発足を前提とした会費15ヶ月徴集の承認

を求める件

新組織が発足すると、会計年度は4月1日～3月

31日となるこのためNORCの1999年度会間l･は､1月

1日～311311]の3ヶ月となる。

徴集事務の労力とコストを蝿減するため、NORC

の1月~3月迄の本部会費3,500円と、新組織の年会

費（1999年4月1日～2000年3月31日)5,500円の

合計9,0001リを一括して徴集する事務手続きを|＃l始

したいとの提案について審縦を行った。

なお、新組織の会員となることを否とする者につ

いては、後||新組織年会費分金額を返却することが

述べられた。

〈賛成93反対1棄権4審議決定〉

⑩新組織発足を前提とした暫定予算策定の承認を求

める件

新組織発足をlii提にして、1999年1月から311ま

での間は、暫定予算により予算を策定し、執行する

こととしたい。会費は3,5001リを予定するが､今回は

暫定予算の「策定の承認」をいただくのみで、中身

の承認については、次Inl代議員会で改めて承認いた

だくことにすることで議案の瀞縦を行った。

〈賛成92反対2棄権4審議決定〉

⑪住所不Iﾘl者の除名処分の承認を求める件

住所不lﾘlのため、OHshore等の資料や各種通知が

返送されてくる会員は、現在62名（うち海外滞在者

で、留守宅不明者34名）に達している。過去におい

て公告、ってによる調査等行ったが、これらの者は

98年の会fYも未納者であるので、10月末日をもって

除名することの承認を求めることについて審議を

行った。

席上1～2の者から住所判明の旨の説明があり、こ

れらの者については早急に住所確認と会費納入につ

いて手続をとることになった。

〈賛成96反対無し審縦決定＞

⑫代議員の会街未納者を除名処分とすることの承縄

上記識事録に誤りのないことを証明し、1氾名押印す

る。

平成10年10月24日

議長

署名人

署名人

邦司

義一

宏

戸田

福l刑

浪川

－4－

蔀
一
刷

棄柏

二＋
両’

出席者

19名

なし

なし

19名

芋面表決者

書面表決代議員中

反対者4名

棄権2名を除く73名

児玉源寿、脇坂菊雄

二村昭治．森岡稔共

Ill内義典、貞松猛郎

合f； '．

92名

4名

2名

98名
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はじめに

1998年度第9回理事会は1998年度代議

員会に先だち、|司一日に、同一会場で、同

一議題で実施した。このようなことから、

議案に対して反対者､棄権者のあった代議

員会議事録を全文掲載し、理事会議事録は

代議員会と異なる個所のみ掲載したので

了承いただきたい。

1.日時

1998年10月241｣(土)13:30～16:00

2.場所

第1オカモトヤビル4階会議室

3.出席者

理事30名中有効出席者28名

（出席者）戸田邦司、三井祥功、尾島裕太

郎、加藤正義、高田尚之、今北文夫、大

谷正彦、鈴木保夫、周東英卿、野口隆司

へ服部一良、山本高靖、渡辺康夫、川端治

夫、松尾貴比古以上15名

（書面表決）古川保夫、池田栄宏、榛葉克

也、平賀威、松永一生、白井義博、竹内

聡一、渡辺行彦、坂谷定生、小fH泰義、

稲継一洋、岩田行史、金井寿雄、以上

13名

（関係者）監事市原恭夫、清田博

その他内藤恒夫（東京湾支部長)、中

村寛（三浦支部長)、川久保史朗（三崎

支部)、大儀見薫（代議員）

4.議題

：薦}…畷……'剛上
5.議事

(1)10月24日（土)13：3O加藤常務理事

は､理事30名I|!有効出席者数27名を確

へ認し（14:30以降は28名）、本理事会の
成立を告げた。

戸II1会長はこれを受けて議長となり、理

事会の開会を宣言し、議事録署名人に山

本高靖理事及び松尾貴比古理事を指名

し、議事に入った。

(2)戸田会長挨拶

1998年度第4回代議員会と同じ

(3)議題

議案

①1998年度事業計画の一部変更の承認を

求める件

説明1998年度第4回代議員会と同じ

く賛成26名反対0審議決定＞

②1998年度予算の修正の承認を求める件

説明1998年度第4回代議員会と|司じ

く賛成26名反対0審議決定＞

③選挙管理委員会委員の承認を求める件

説明1998年度第4回代議員会と|司じ

く賛成26名反対0審議決定〉

④名誉会員の承認を求める件

1998年度第9回理事会議事録

説明1998年度第4回代議員会と同じ

く賛成26名反対0審議決定〉

⑤「組織統合合意書（案)」の承認を求め

る件

A説明1998年度第4回代議員会と同じ

B意見表明・質疑応答

a

Q:川端治夫理事

第2項のノミネーティングボディは､適

当な日本語訳はないのか。

A:戸田会長

強いて訳せば指定団体､認知団体となろ

うが、正確性を期すため、あえて英語のま

ま記述した。

大儀見薫代議員（三浦支部）

ノミネーティングボディに関連し、ORC

カウンシルには日本からも代表を送って

おり、16名のメンバーにより運営が行われ

ていることを補足説明する。

C採決

JYAとの間にて、会長レベルで「新組織

統合合意書(案)｣が合意されたことについ

て、記名投票により賛否を求めた。

〈出席者及び耆面表決者全員賛成26名

（出席理事中、野口隆司理事は採決時未,'l',

席）審議決定＞

⑥新組織の「財団法人日本セーリング連

盟寄附行為（案)」の承認を求める件

A説明1998年度第4回代議員会と同じ

B意見表明・質疑応答

Q:川端治夫理事

来年4月統合時の理事･評議員はどのよ

うに選任・選出するか。任期はそれぞれ2

年とすれば常に同時に、いわゆる選挙をす

るのか。

A:高田常務理事

NORC系理事･評議員は、統合時に限り

NORCMIIのいわゆる選挙方法により朕袖

者を事前に決めておくこととしている。

統合時において選任された理事の任期

は2年、選出された評議員は1年とし（行

政指導があり、JYA･NORC了承済)、翌

年度からは交互に理事会は評議員を選!'l',

し、評議員会は理事を選任することになる

C採決

NORCとJYAの関係者､運1附省と文部省

の担当官の4者で合意した新組識｢財団法

人日本セーリング連盟寄附行為(案)｣につ

いて、記名投票により賛否を求めた。

〈出席者及び書面表決者全員賛成27名

（野口隆司理事は⑥から出席）審議決定＞

⑦総会附議事項の承認を求める件

説明1998年度第4回代議員会と同じ

く賛成27名反対0審議決定〉

⑧新組織向こう3ヶ年の事業計画（予想）

－5－

及び収支予算（予想）策定の承認を求め

る件

説明1998年度第4回代議員会と|司じ

く賛成27名反対0審議決定＞

⑨新組織発足を前提とした会費15ヶ月徴

集の承認を求める件

説明1998年度第4回代議員会と同じ

く賛成27名反対0審議決定＞

⑩新組織発足を前提とした暫定予算策定

の承認を求める件

説明1998年度第4回代議員会と同じ

く賛成27名反対0審議決定＞

⑪住所不明者の除名処分の承認を求める

件

説明1998年度第4回代議員会と同じ

く賛成27名反対0審議決定＞

⑫代議員の会費未納者を退会処分とする

ことの承認を求める件

説明1998年度第4回代議員会と同じ

く賛成27名反対0審議決定＞

協議

①新組織での名誉会員の処遇

説明1998年度第4回代議員会と同じ

②新組織での海外会員の処遇

説明1998年度第4回代議員会と同じ

③会費未納者の処理

説明1998年度第4回代議員会と同じ

④新代議員選出について

説明1998年度第4回代議員会と同じ

⑤新組織人事への考え方

説明1998年度第4回代議員会と同じ

⑥1999年1月～3月自己払い会員徴集事

務事項

説明1998年度第4回代議員会と同じ

⑦その他（技術・計測委員会報告）

技術・計測担務の山本高靖理事から、

席上配布資料により今秋のORCサブミッ

ションへの提案をしたこと、ORCセール

メジャラー制度を積極的に実施している

こと等について説明・報告があった。

説明1998年度第4回代議員会と同じ

他に質疑意見等なく、以上で審議を終了し

1998年度第9回理事会を終えた。

上記議事録に誤りのないことを証明し、記

名押印する。

平成10年1()月24日

議長戸H1邦司

署名人山本高靖

著名人松尾貴比古
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日本ヨット界統合準備委員会議事録（第18回）

日時：10年9月24日(木)18:30～21:00

場所:NORC会議室

出席者：（順不同･敬称略）

NORC側

古川保夫､尾島裕太郎､加藤正義､鈴木保夫

JYA側

米澤一、穂積八洲雄、岩田直幸、栗田栄一

郎、有馬敬三、今泉武伊知

会議状況

(1)会議はNORC尾島委員の司会により進

行された。尾島委員はNORCは来る10

月24日に理事会・代議委員会の開催を

検討中で、その'際には、新寄付行為(案）

の承認､12月中旬開催予定の総会への解

散決議案附議の承認､今後3年間の収支

予算の承認(新組織発足を前提とした会

費15ヶ月徴収、新組織発足を前提とし

た暫定予算の策定を含む）を主要議題に

予定している。なお、総会時においては、

新組織への会員の当然移行決議をして、

会員の継続を図る考えであると述べた。

尾島委員はさらに､8月22日開樅の理事

会・代議委員会において、理事・代議員

の95％は統合について賛成であること

が判明しているが､12月中旬開催予定の

総会においては､会員の大半は書面表決

により意思表示をしてもらうこととな

るので､このため別紙｢組織統合合意書」

をNORC総会の少なくとも1ヶ月以上

前に合意調印することについて検討頂

きたい旨提案した。

JYA側から席上第2番目の項については

わが国のナショナルオーソリティーは、

ISAFの正会員およびORCのノミネー

ティンクゞボディとなると正確に記すべ

きであるとの発言があり、合意された。

そして本提案については基本的に了承

するが、文言については早急に両者で検

討し、さらに、11月上旬開催予定の理

事会の承認を得て回答する旨述べた。

(2)JYA側から、9月16Ⅱ運輸省における

文部省及び運輸省扣当官、JYA及び

NORC関係者の会議において討議した

新組織寄|､1･行為（案）について、91-117

日NORC会議室にて寄付行為検討小委

員会で合意修正したものを､9月19日理

事会においてさらに修正した状況につ

いて説Iﾘlがあり、NORCI!lllはこれを了承

した。

（9月24日合意した新組織寄付･行為

（案）は本議事録には派Ⅱ-せず、9月30

日文部省で行われる文部省及び運輸省

担当官､JYA及びNORC関係者による会

議で討議した結果末尾に添付する｡）

(3)NORC{1!llから、9月30日の会議にお

ける新組織寄付行為（案）については、

大略の見通しがついたので､今後は新組

織運営規則について精力的な検討を行

いたい。新組織寄付行為（案）では理事

及び評議委員の選出方法は､基本事項の

み規定され､具体的な選ILI｣,方法は運営規

川に委任されることとなるので、NORC

としては総会において内容を説明する

必要がある旨述べた。

とくに、時間的にみて運営規則を全面改

正することは困難であれば､先ず共通事

項として統合までに新たに改正制定す

る必要のある個所のみ行い、その他の個

所は統合後も両協会の規則が暫定連用

出来ることとし、統合1～2年間に新規

!!llに移行することにしたい旨述べた。

へ

平成10年9月24日

社団法人日本外洋帆走協会

専務理事尾島裕太郎

財団法人||本ヨット協会

理事長貝道和昭

社団法人日本外洋帆走協会代議員選挙告示
‐一一-－－‐－－･ﾛﾛ■■■■|ロ

－

1998年11月16日

ぞ委員長横山勝菫選挙管理委員会委員長横山勝重

NORC選挙規則に基づき、下記により1999年、2000年担当の代議員選挙の告示をします。

記

1．被選挙権者選挙の日において2年を経過する特別会員、正会員で立候補者。

2．選挙権者入会後60日を経過した特別会員、正会員。

3．選挙の期日と場所各支部において12月7日。又は以後、12月中に定めたる日。

4．選出定数各支部所属会員の1998年会費納入者数を選挙規則により比例して配分した数。

5．選挙の方法選挙規則に基づき、各支部ごとにおこなう。

6．当選代議員の任期：新組織に移行のため、NORCが解散した場合は、当選代議員の任期は解散日

までとなります。

関東4支部の代議員選挙について
1998年11月16日

関東4支部各選挙管理委員会

11月16日付代議員選挙告示に従い、関東4支部（東京湾、三崎、三浦、湘南）にても各

支部ごとに選挙を行いますので、選挙権、被選挙権を有する4各支部の会員で、本選挙に関

する問い合わせがある方は、所属する各支部事務局又は各支部選挙管理委員までお願いしま

す。

●立候補受付日1998年11月27日17時まで

●投票日1998年12月7日17時まで

以上

－6－

輿員
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関東4支部だより

関東外洋ヨット選手糟シリーズ7ggB

傭7回関東4支辨レース）

な簡所の記入がない、だいたいが書類が揃って

いないなど、艇長会議にこぎつけるまで、トー

タルで数十回のコールバックが必要になります。

それにちょっと脱線しますが、会員証のコピー

を､クルーから集めたままの状態､A4版用紙1枚

に会員証のコピー1人分を、たとえば登録が15

人だったら会員証のコピーだけで延々15枚を

送ってくる艇が、いまだに数隻おられます。長

時間カタカタ動き続けるファックスを眺めて、

やはり泣くしかありません。ちなみに今|'1の受

付ではA4版30mロール祇を4本使い切りまし

た。

今回、海上では抗議に至ったケースは起きず、

セイルナンバーの入っていないスピンを掲げた

艇に、厳重注意を行ったに止まりましたが、第

1レース終了後に本部に一瞬どよめきが走りま

した。ある艇の航跡図は、初島ではなく、伊豆

大島を回航しているのでした。人に誤りは付き

物ですが､それにしても航跡図は､ナビゲーター

なりが使用したチャートやGPSプロッターに残

る航跡を参1I((して、拙き写し、オーナーなりス

キッパーなりがサインして完成するものです。

些疹毛暉

誇稔（

昔々、あるレースで、フィニッシュを迎える

本部船がファーストホームした艇から怒鳴られ

たことがありました。

その日、快晴、風も穏やかな文字通りの小春

日ｲⅡ。静かに釣り糸を垂らすには絶好の日のよ

うで、小網代湾内は、乗り合いの大型船から手

漕ぎのボートで溢れていました。本部船は少し

でも広い海面を探し、何回かフィニッシュライ

ンを移動させましたが､クリアな海面の確保は

束の間。いつのまにかライン上にボー|､が漂っ

てきて、アウターとオーバーラップする始末で

した。困り果て、ボートに向かって、「ここを通

るヨットとそちらの安全のためにも協力して欲

しい」と声を掛けてみましたが、先方にとって

も、その場所は大事なポイント。「フン」との返

事しか返ってきませんでした。

そしてオロオロしていた最中に、ファースト

ホーム艇が湾口に雄姿を現したのです。艇は、

１
ｋ
Ａ

L

L

この過程で、どこを誤れば、伊豆大島が初島に

取って代わるのか、事態は極まったというしか

なく、ショックでした。

当方は、レース全体像を考えて、コミッティ

と参加艇の関係はヒフティヒフティの対等だと

思っています。少なくとも、「あたしレースに参

加する人｣｢そちらレースを運営する人｣と､のっ

けから分類する構図は、好ましいとは思いませ

ん。もちろん運営にパーフェクトを要求される

のは、当然ですが、そのためにも、参加艇側の

義務といえる協力が必要です。得意先に送るの

と|司様にファックスを扱い、上司から求めらる

ときと同様に、耆類を過不足なく整え、ガール

フレンドに教えるのと同様に、道順を間違えな

い図を渡すだけで、コミッティの仕事はおそら

く半減、その分レースの質は向上します。レー

スを楽しくするのも楽しくしないのも、半分は

参加艇自身の意識次第なのです。

とはいっても、20数年前と|rilじことをいう

のは辛いところです。ま、もちろん当方を含め

て、人の性はこんなものと諦めて、あまり深追

いしないほうが楽かもしれません。

なお、コミッティの問題も多々ありますが、

一般の諸手続きの簡略化や行政改革が進められ

ている現在、エントリーフォームが複雑になっ

たのは、おかしな話です。あまり大きな声でい

うと、内部告発になりそうで、目立たないよう

にいいますが、今年から関東4支部で発足した

レース艇登録とかの機能が、今回さっぱり判り

ませんでした。年度別で更新されるレーティン

グ証書や特別規定検査証などがパックされて、

レース艇登録証を示せば、それらのデータが確

認できるところまで行かなければ、レースの参

加艇にもコミッティにもまったく利益がありま

せん。

ともあれ希望的な観測になりますが、「コミッ

ティ哀話」は、今回の「続」で終わって、次回

はどなたかの「コミッティ賛歌」の出現を期待

したいのですが－はたして－．

IMS総合優勝のくハッスル＞ かすかな風をとらえスローモーションのような

タックを繰り返し、プロフィールを次第に大き

くしてきました。しかし、そのとき、恐れてい

たことがやはり起きたのです。おだやかな海上

のしじまを破って響いてきたのは、自艇のラム

ライン上に浮かぶボートへ、「どけどけ一、そこ

をどけ－」と叫ぶクルーの声でした。艇は、い

くつものボートをなんとか交わして無事にフィ

ニッシュしましたが、直後に本部船に接近、コ

ミッティがボートを整理しなかったことを、強

い口調で非難しました。血気に逸る若いクルー

だけでなくシニアのクルーまでが顔面を紅潮さ

せてお怒りでした。

大昔､当方がレース委員長を扣当した1976年

第8回八丈島レースのときの話です。くわしい

顛末は、「コミッティ哀話」と題して、ようやく

月刊になったオフショア誌の第1号に掲祓させ

て頂き、それなりに問題提起をしたつもりです‘

さて、話はいっきよに現在に戻って、一昨年

どこでどのように転んだのか、関東選手権シ

リーズの運営がこちらに回ってきました。いま

さらなにを、NORCの人材払底のあからさまな

露呈に協力はできないなどの嫌味を並べました

が、結果的に引き受けざるを得ず、今年は早く

も3回目になりました。そして、今年もどうや

ら終わって、安堵の中で思ったのは、あの大昔

のときに感じた、一抹の侘びしさとか寂しさに

近い感慨と、寸分も変わらないものだったので

す。

コミッティの仕事は、それなりの負担が必要

ですが、通常は苛酷というほどのものではあり

ません。アクシデントやケースなどが起きれば

コミッティの仕事は飛躍して卿えますが、これ

らはあらかじめ考えられることです。コミッ

ティが予測できずに泣かされるのは、人為のレ

ベル、はっきりいえば、参加艇のマナーなので

す。艇側から送られるファックスは、ワープロ

仕上げのきれいな書面がある反面、汚れて読め

ない、かすれて読めない、判読できない、肝心

一成續表

IMS総合（参加28艇）
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支部対抗戦（参加4支部6チーム）
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｢続コミッティ哀話」

服部一良

1

2

３

三崎A(KARASU､CENTURYFASrⅢ,IAHAINAW）

三浦B(SYLPHIDES,BONANZAV,HUSTLE）

'柑南(P肥STO‘SHARAKU,CAETIA）
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第5回ダイキンビッグボートカップ
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F「ヨットの科学」懇談会のお知らせ一F臨時総会開催のお知らせ

社団法人日本外洋帆走協会は、財団法人日本ヨット協会と統

合することになり､平成10年12月13日(H)13時00分から､東

京都千代H-I区霞ヶIMI3-2-3国立教育会館会議室で解散決

議をいただく臨時総会を予定しております。臨時総会の開催を

お知らせするとともに、住所変更届のお済みでない会員の方々

は､至急電話又はファクスにて当協会へご連絡願います。

平成10年11月16日

社団法人日本外洋帆走協会

会長戸田邦司

〒108-0014束京都港区芝5－15－5

電i;303-3452-5812

ファクスO3－3452－5815

主催

日時

場所

｢ヨットの科学」間合先03-3555-0109大橋

1998年11月28日(土曜日)PM13:30からPM16:00(延長可)まで

夢の島マリーナ会議室

東京都江東区夢の島TEL:03-5569-2710(駐車場あり）

最寄駅は新木場(JR京葉線、地下鉄有楽町線）

｢ヨットの科学」の今後について

1,000円（飲食代別、飲食物は各自持参のこと）

題
費
議
会

「ヨットの科学」勉強会を再開いたします。今回は懇親会を催して今後の

相談という運びとなりました。皆様多数のご参加をいただき、「ヨットの

科学」に限らず、「ヨット界」の今後についても建設的なご意見をいただ

きたく思っています。

事前の申し込みは不要です。

なお、事前のご提案、資料等は大歓迎です。是非ご送付ください。現在

までに寄せられた提案を以下に記しておきます。

｢第語胃需蹴鶇識
今までどおり、最高級の講師を招く

ヨシ|､デザインスクールも

１
２ j-

NORCでは1995年のボートシヨー以来､出展を見合わせて

きましたが、来年度開催の第38回東京国際ボートショーに、

NORCとJYAが共同出展する運びとなりました。

第38回東京国際ボートシヨー

期間：平成11年2月10B(水)～14B(B)

主催：社団法人日本舟艇工業会

会場：東京ビックサイト東1～4ホール

3.サロン的なものも

4．「ヨットの科学」ばかりではなくて「ヨットの技術」も

5．「ヨットの情報」も

6．「セーリングヨット研究会」との交流も

編集後記■一

当面の最重要課題はJYAとの統合問題、ここ一両年、執行部の中枢から一会員まで、負

担は大きかったと思います。もちろん他人事ではなく会報担当もその一員です。各位と同

様に緊張し続けました。そして来月、その帰趨の結論を迎えます。次号のオフショアはそ

のご報告で埋まるはずです。しかしながら「当面の最重要課題」の影に隠れた他の課題も

沢山残っています。たとえばレースのスポンサーに関する共通の見解、古くて新しい雌問

といえるレースを主催する側や参加艇側の権利や義務、そして責任など、JGYRの裁判で

争われた事項も、和解に至ったために判断が示されていません。そこでNORC自身が総

括してコンセンサスを打ち立てなくてはならないのですが、人材は「当面の最重要課題」

のために総動員されて、テーマだけが先送りされています。オフショア誌も会議の報告だ

けでなく、より身近な問題にも紙面を割きたいのですが、思うようには運べません。いま

しばらく、せめて今号と次号は、「当面の最重要課題」に集中してください。(H)

－－（お詫び）、－旦聿ビンゴ

会員各位へ

前号のoHshore261号の発行が極めて遅くなりましたこ

とをお詫びいたします。

‘弛事内容の亜要性を考卿､たしますと、できるだけすみ

やかに会員各位のお手元に届くようにしなければなりま

せん。

しかし、亜晩戦項の陳{”、正、繩蛎のスタッフ不足、印

lli'l等を無料で依頼している部合上､予定とおりの発行がで

きないのが現状です。

会員各位にご迷惑をおかけいたしました｡次号から迅速

に発行できるように努ﾉJいたしますので、ご理解ください。

NORC本部事務局、本部会報小委員会
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